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粍れはFou･rierユawAに従わないが. これ を熱伝導率-の場合 と考えるわ け _

にはいかない. 一 次元 と二次元 以上とでは本 質的に遵いがある､熱膨張は qu-

asトharmonic近似 でも同様 な式が得られ るであろ う?

戸谷はarlharmonicity a,肇 われ る現象 をマク ロな性質 (弾性率 ∂cjyap･

熱膨張 ,熱伝導 ,比熱) とミクロな性質 (中性子回折 ,Ⅹ挽回蹄)に分 ける事

を埠案 したO戸谷は firsもprincipleか らアルカリ金属についてanhar-

monicityのポテンシャ )i,で3次の項 まで含めた計算 をL,､Griilneisen定数

が実験 と一致 したO 中睦子によるanharmonicユtyの知識はアタロな性質か

ら求 めたの と大鉢一致 してい るo波 がanharmOnicity のために こわれ るま

でに振動す る回数 はPd苧 NaIで 1.5回 一 Naで 5回 ,Geで 10回であるO

この程度 でP如mOnが くずれ るとす るとPhoヱ10工ユPicもureとは どうい う事 で

あろ うか.Geは一番 anharmoniciも辛 の少ない物質 であるo

Discussion :phonon-に対する反省 ,比熱がよくあ うのはなぜか

海沢はシユレ- ジンガ…座標 を使って一次元のエネjL/ギ-流れを扱 う計算 で

起 るむつか しさを述べ た｡ こ̀れ に関連 して柏村が一つの計算上の問題を提 揖 し,

これはdiscussしている内に大体片付 いた と思 うO こうい う′酎 こ研究会の一

つの良 さがあ る｡ (戸 田)

基 礎 的 な話

調和振動子系で力学解や スペク トル を得る方法 を職正fこす ることとその数学

的構成を明瞭 にす る事 は表裏一体の面白い問題である｡

大沢は可算個の不純物を含む一次元格子のスペク トルを得 る場合に多端 子回路

の散乱行列理論 を使用 してGreen函数 を構成 したovこの方法では全体の S行

列が個 々の不純物の S行列の可算個の膚猿の形で表わ され るか ら,個 々の不純

物がスペク ト}L/に及ぼす影響 を調べ る為には今迄の理論よ りも見通 しが よいO

彼は この方法で他の方法で縛 られた結果 を再現 しているが､ より詳細 な結果 が
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替 られ るか ど うかは現在検討中であるO

もつ と一般由な問題 として朝 日が提起 したのは無限格子系壬こおける固有函数

展開可能 な函数空間の性質である｡即ち廟 日は無限個の定差方程式 の解をL2(

0,∞)(ただ し積分の代 りに和) とい う函数空間に制限すれば固有函数展開が

可能 である事 を証明 L,たo議論の筋道は微分方程式の場 合 と同一であるo この

結果 とL,て一般 に ユocali2;edTmodeを求める場合に行 うGreen函数の解析

延長の方向の一方牲 (実軸 よ り上方)は上記のL2 条件 を満足す る為に必要 で

ある事 を示 してその妥当性を保証 した｡ この L2 条件は十分条件 であって厳 し

す ぎる場合 もあ りうるが､濃度有限の不純物を含む無限 系のスペク トル等の問

題に対 しては問題設定 (答)の妥当性の一つの評価基準 として極めて大切な も■

の と思われ るO (柏 村)

回 顧 と展 望 工

第- 日目の午後五時か ら六時半まで,昨年の研究会の反省のためのSymPO-

siumに時間 をとつ~た.不可逆性を論ず るのに､ harmoniclaもticeだけと

りあげていてよいのだろ うか とい うことが､話題の中心である O

不可逆性,即 ち もime-dependen七な問題は､ eヱユergyfro町(heatcon-

ductivity),equìli-brium に近づ く問題 ,あるいは､ ergndicT)rOblem

等であるが､barmoniclatticeでは,キチンと問題を追求できるので､ ど

こまでいけるかを毘きわめる事は､意味あるのではないか ｡ とくにiniもial

cond･i七ion,initial ensemble0_とり方は間帝になるo更に-La-ngevinlI
eq.の fricもiontefmとかrandom forceの意味づ汀か ら､b畝 も-bath

とい う概 念の もつ あいまいさに至 るまで､多 くのPbilrJSつ1コhyが述べ られた

が,物理的に も数学的に もあいまい さを残 さないで､産額7.･Cや るとなると､大

仕事 である｡

いづれにせ よ､ほかでやっ ていない間層 で､ しか もや らなければならない事
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